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ハンフ）レク北西郊におげる家呈構氾と屋敷利用の変化
氏砂くは， 長し にわたって，
家は， 臼然的囚子のみならす，
風21, 地形3),)梵史的伝統4))
/ J¥ 1Ji, (青＾
I はじめに
つみ重ねて形成さオいた人1且］の旦＇込物である ll_ それゆえ，民
の影響を強く受ける． たとえば， 氏家に及ほす
部『If化7)等の影聾，またこれらの；；者囚子を包
介した白然的［大I子，計会的，経済1'白囚了.8)の影聾である このようなことから，民家は，そオ］をとり
まく閲樟囚了に適合した旧仕形磨を形づくっている
このよういj1で，五年になってあらわ礼た大き汀特徴は，都『i『化が民家（こ及ほす影喜てある．近年
における部1・化はめさまししヽ．その糸古累，従米の生圧手段であった農地や山林地は，仕宅や工畠はど
の部1げ的施設に変化している．そ才［に付って，部由周辺地域では，農業の紹少を余儀なくさオ1,' 生活
の討を部巾へ求めるよう／こなってしヽる 9).
このような生江）よ盤の変化は， J古Ht さすにはおかは！、ヽ．すなわち，
改箋，｝凸放利川の変化ばどかおこばわ礼， 妍し[ や 適合した
しヽる 10). その］砂打で， 中心部［からのインパクトの札l迅は，
7 11) 
こ・
の新築，
て
もたらしてい
そこて，本研究では，都『廿化の著しい四トイツの大都巾・ハンプ）レク五郊の上支家をとりあけ 12)1 そ訊
かどのように変化してきたか，その際／どのような地域的差異が生じているのかを明らかにすること
を瓜みる. I均期は，都巾化の著：しくなった1955年以後とする
仄家は，巾心となる家屋（月）点），納屋，家畜小屋，倉）翡および，中庭，園地等からはっている
そして，そ礼らか祖圧（こ糸占びついて，一つの機指体を構成している．本研究では， このうち，中心と
はる家展 (/:J屋）と屋敷とに分けこそれぞれの利用状況の変化を追う．これらの変化を明らかにす
るためには，家屋と］旦敷の原店をはっきりさせる必翌がある．そこで， ここでは，まず氏家のI以型を
ることから出発する
は，都市化の著しいハンプ）レク北西郊である．ハンフ｝レクは，人［こ） 182万(1970)で，
ベ｝レリンに次いで，四ドイッ第 2の都『ドである 13). ハンブ｝レクは， 13世紀以来，［巷!BJ' 貿易都・ri『とし
て発展してきたか， 第 2次世界大戦！こよって大きな被害を受けた． 当時 65万存在していた家屋のう
ち， 28万の家屋が破壊された． このような状況から人口も減少し，それまでの170万からllO万になっ
た14). しかし， 戦後の復腿はめざましく， 港の再建ならびに交通と貿易の拡大か進み， ハンブ｝レク
は，匝ドイツにおける北の玄関として，重要な地位をしめるに至った．特に， 1955年以後の発展はめ
ざましく，高層住宅 (Hochhaus) をはじめとする住宅機能や工業団地， さらには， ショッピングセ
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ンターなどが）~3 辺地域へ進出している 15). このような都叶『機隠の進出はハンブルクとその周辺地域を
とした土地判用叶詞に）虞ついて，計両的に進められている 16). そのため，都『l『化の進展か激しい
にもかかわらす，整然とした土地利用形悲を見ることかできる．
調査対象地域は，ハンフ）レク北四郊，中心部（ハンフルク Iド央駅）から 10~23kmに位直してしヽる．
この地域は，ハンフ）レク，州のStacltteilである Osclorf,Sulldorf, Iserbrook, R1ssen, シュレースヒノ
ヒホルシュタイン少1-の Geme;ncle に属する Schenef eld, 日alstenbek, Pinneberg, Prisclorf, Appen 
を含む1>(Abb. 1). この地域は，ハンフ）レク郊外の中でも都直化か汲しく退んでG,る地域である 18).
， シュレースビ y ヒホルシ‘ュタイン小1,から 0人口の流入が激しく，仕宅団地やアインツェルハウ
ス (Einzelhaus) と呼ば机る一）ゴ建て仕宅，各利の商
は状況から，人 [J数も1950イド以後全域第且り）Jlしており，
つぎつぎに建設されて［＼る． このよう
, Pinneberg, Osclerf, Schenefeld tふと・,
ハンフルクの Iい心から 20km以内0地区て古し G,(Abb.2). 一方， こ；jl, に対応して，周辺農村地域の
変化も激しく，皮家数， 1Jl地面砧は絨少傾1¥']をたどって［ヽる．また，当然のことなから，家屋構造や
散利用にも変化か見ら礼る
ここでは，ハンフルク北囚郊におげる とi的放利用の変化を叫らかにするため，謁査地域内
Abb. 1 Untersuchungsgebiet und Iandwirtschaftliche 
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における］塁家40F1を選ひ19)' と1且］き収り
た20). そして，
?? ? ?
， ィ ー??? ィ?
家で尉ら礼だ資料を，各 Stadtteil およひ
Gemeinde 0) lanclwirtschaftlicheじenossenschaft, およ~ひ Korn・
rnunal Verwaltungにおげる閏き収り叫り査！こよって罰｝亡した
4000 
30000 
叩ジ
砂砥
20000 
10000 
Prisdorf 
ゐhi11950 19.60 1970'73 
Que/le. Stat1stik des Hambu召ischen
Stoates(1950J, Statistische erichte 
I Hamburg), Geme,ndestatistik, Kre応
P1nneberg der Landesrat(Schlesw1g-
Holste,n} 
Abb.2 Ver;i叫erungender Einwohnerzahlen 
ハンフ）レク北西郊における家屋構造と屋敷利用の変化（小林） 8'.f 
I 家屋構造の変化
]l-1 民家の原型
この地域の民家は， ニーターサ クセン型民家， Nieclersachsenhaus, あるし、ぱ Niederdeutsche 
Halenhausと呼はれる ． ニーターザクセン型民家は， 、ンュ レー スヒ． ＇ノ ヒホ ル、ン ュタインナト1からノ）レ
トラ インウェストファ ー レン州北部にかけて見られる 21). この民家のl原型は， 13~14世記にさかのば
る．当時，璧はオ ー ク材0厄板 (Eichenbohlen)で張 ら礼てし｀ ＇た か， 171且紀になって，オー ク材の不
足，それに伴う木材消費の節私jにより ，ハ，／クシュタイン (Backstein)と呼ばれる レンカか利用され
るように なった. 19 I且紀になる と， このバノクシュタインは， ツィーゲルシ ュタイン (Ziegelstein)
と1年はれるレンガに変った22). このよ うな家屋材料の変化に伴って，10世紀半ばになって，屋根型や
I闊取りもしだいに変化し，現在0ニーターサク セ ンハウスと呼ばれる家屋形態が成立した23)
v,ehsto/1 
0 Sm 
I I 
:¥bh. 3 Allgenwine lL1um¥・e1・teilung 
des l・lauses 
flされる例が多 くは ってきた
ます，この民家の間取りを見ると(Abb.3),輻 3m, 高
さ3mにおよふ入口がある ．この入口に続いて，テ｀ィー
レ(Diele)と呼ば礼る糾l長い物置場がある．ティーレに
は通常トラクターなどの大型農業機械が罹かれるが，そ
の他 こ こ は穀物の一時 I~りな置場に も利用 される．テ',,{
ーレは土間であるが，外部からの湿気を防くため，粘土
か蚊かれている ．デ ィー レの北側は牛小屋 (kuhstal),
南側は馬小屋 (Pferdestal)である ． しかし，近年におけ
る、し局の減少，ならびに，牛の増加による牛小屋の新設，
i曽設に伴 って，従来の予舎か不必要・となったため，住．居
用の部屋に改築されたり，そのまま放置されて物罹に利
ティ ーレのつきあたりは， フォアティ ーレ (Vordiele) と呼ばれる荷物置場である ． フォアディ ー
レは，ティーレと同様，岨汎ぶ土間て粘土が敷かれている． しかし，そこに床と ジュウ タンをつけ，
居間として利用する家屋も J:,;町］［］してきた
フォアティ ー レの北恨りは，農業労働者のための部屋で， 彼らはここに投泊まりする ．また， フォア
ティ ーレの南側には，大きな台所 (Kuche), 西側には，家族用の部屋がある ，家族用の部屋の配置を
見ると， 一番北側の部屋が寝室 (Schlafzimmer) となるのが普通である． しかし，その南側の配置に
は決った原則はなく，家族の構成員数に応じて， 居間，子供部屋 (Kinderzimmer)等にわり あてられ
る．
化小記の北側は家畜小屋 (Viehstal) て， ここには，主に牛と豚か飼育され る他，農機具，冷棟施
設鯰ども附かれる．この家畜小屋は，飼料作物の収穫量の増大に伴い， 1890年代になって多く 建設さ
れた
このよ うに，ニーダーザ クセン型民家は，人間か）習仕する部分（居｛主部分 ¥'/¥ohn teil), と家畜小尼
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や農壊具置場などの部分 ¥1/irtschaf tsteil) とに分か九ている
には， ボーテン (Boden) あるいはコ）レンホーテン (Kornboden) と呼ばれる大き貧
して［ヽ る． ここは，農作物や干し草が附噌成さ礼る所である．屋札ど型を見ると，寄棟
か切妻である． こオ］らの屋恨はかはり急飼喜qてある．近年，室内を広く利用する必翠性が増すにつ机
て，切どの屋恨邸か増加してきた．）玉恨材いは，凸畠・, 槃（大麦）か,;-'i'(Schilfrohrと呼ばれるあし
キ .J.~
ば、人ー 9
の一詞）であるか， き職人の減少， Im平による'tヽ、i'場の誡少， そ九に伴う大量の瓦製辺によっ
て，瓦ぶき尉札しか増加している
家庄の大きさは，「月i―)30~40m, 奥行き:20~40mか曹凸で， iff立は600~ 1, 500 nfである
ニーダーサクセン］り応家の恥叩は，このようにはってGlるが， ディーレ， 台所の位汽
等，名氏家
l -2 
!J ‘ヤ、倉rI 11
応めら訊る 0はし＼つまても貧しヽことである
の変化
変化に付'.{、＼，家）冦いい凸は変化する． この地域にお Iヽヽても，料築， 改築か札Iつ
き，家厨l、9い立は大きく変化してl'る．乱，,;]
につ lヽて， 1955年から1975年における家
I← :_) C)新賢改築状況を見ると (Abb.4), 
し之罠家＄〗口改築しだ罠家29;八祈築，改築を
おこ貧わごかった四家 (:iJ―了24)とt;_っており，
しだ農家は全休C085°c!こしのほっていだ
した農家の多くは，従東の家屋か1800年尺
ある［ヽ は1900年仄糾期に辻及さオ1,tこものであった
ため，見1いう↑店椋式に適合しナ；く信ったもので
キ
のっだ
??，???ー?―?ー ??
じ）に」じ殴して小さく，
こと，そ才］に対して，
のも
も小さく t;ってl'る
は大き［＼こと，浴
字やシャワー、そか必すつけ）JI]わって1くヽ ること2si,
瓦ふき切及C7)屋恨閏であること鸞に砂色がある
改築さ礼化家片を見ると，ます，浴字および台
• Neubau 
• Umbau 
o ke,ne Ver-
dnderung 
・ーー ・ー- Londesgrenze 
-—⑯ meindegrenze 
Sta血的renze 0 25D0 SOCXJm 'I'...._ S-Bahn 
所から改込さ礼，その
の改叫さらに，それに伴って， 0i'~の生り変え，）木の張り変え，ジュウタンの更新等がおこはわ九て
Abb. 4 Neu-und Umbau des Hauses (1955-1975) 
しヽる (f) ある．また，従来0 レンカのj二！こ新しいレンガをはりつけ，外装を災しくしている
も見ら汎る．また， 19(30年以餃は，セントラ）レヒーティンクおよび水道の付設がひんばんにおこ
なわ礼，そ机によって，イJ:I j:ー 店が大きく改；凸さ礼るように貧ってきだ． さらに，岬乳機，冷油施設，
サイロぢ‘どか又仙され，そ礼に付って家畜小屋の改築も迎んできた． このような家屋内部の改近とと
もに， i-パ札~Hいや圧札~{i;') し変化し，従来の圏ふき寄椋ある 1ヽ，ヽは 'i' 、'i' ふき＇寿棟から，瓦ふき切友へ移行し
てきだ
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地域的に見ると，新築および改築がおこなわれた農家は全域にわたって見ら机る．
II 屋敷利用の変化
Il -1 J五虎文0)-fy斐（！く）ts_禾!JJ廿
この地域における は，ほほ長方形て，その大きさは， 80~100m〉(60~90m,面積4,000~8, 000 
1か一般的てある．そして，尻敷のまわりは，通信，生坦， レンカブロノク（こよる万年恥＇，金網塀，
によって囲まれている．屋敷のcjJ(こは，ド］屋（日auptgel沿nde),納屋 (Scheune), 倉叶ぶ鶏
カレージ笥か存在してしヽる. /;j屋はすでに述べたように，ほとんどの畠合，家畜小屋と一続きに
怠っている．納屋は，屋敷内に一つか二つ存在し，罠機具置椙や干し草の）打蔵所等に利用される．ま
だ，カレージは，白動車の曹及につ礼て， 1955年以後多く建設さ礼るようになってきた．中には，納
l召を改凸してガレージ（こしている農家も見ら礼る． こ礼らの建物の間はホフ（日of) と呼ばれる中庭
で， そこは， ．遁ひ:J払， 物二「し尉， 埒肥場， 花培などに利用さ九る． また， 屋敷の片間には， 園地
(Carten)かあり，直罰；，「l給川の野菜が以焙さ礼ている
こ汀らの各江物，巾崖，/,;_j地の配置を見ると， 月）一塁は，屋敷のほほ巾央に位置し，その斜め訂］に，
紆吐バ，臼id", カレージ竺］の江物がある．そして， こ礼らの建物の間が中庭となってl'る．一方，園地
げ， 月尉［）裏にパj 忙［して［~ るヽ
Il一□附散刊）IJの変化
こじ）地域におけるこのよう信尻散形担は， しだいに変化してきた. Iれても， 4寺に著し［噂［家は，家
圧，紐lがはとの建物の糾築，改築てあった．謁査農家40戸について，ド］屋を除く住｝占用家屋と，納屋
や物iバ怠と.C) J応業）rJ ; 如立の変化を見ると， 1955年以後，新たに住｝廿］用家屋を断築した農ネ 3戸，
川施点を祈築あるいは改築した殷家20戸， 1主｝囚用家屋を妍築し， さらに，農業用施設を断築，改築し
た農家11)1, {tいけ！］家屋の新築，農業用施設の新築，改築をおこなわす， 1955'以後全く変化しなか
った罠寡()f126)となっており，仕居）］］家屋の新築あるいは，
信った］四家は，仝休の75冤（こ辻していた
施長の新築，改築いすオいかをおこ
祈た（こ江立さ礼たイ［いけ甘家］号は， i直常ブンガロー (Bungalow) と呼ば礼る一階建ての小さな家屋
てある 27)_ この家厨は，家）次のイ主居として利用さ九る場合と，貸家として利用さ礼る場合とがある
に辻設さオ［た家）丑が家）以の住居として利用さ礼る場合28), 従来の古い家屋（ド」屋）には，
（または息了）;"力）かIE・妓るのか一般(iりてある． この場合，息子の鮎娯か契機となって辻設されるこ
とか多い29).
また，妍たに建設された として利用される以合は，農業か［咸少し，農業以外の収入が必
笈となったため，建設するものである 30). その意味て，貸家建設は，農業の後退を示す一つの過祝と
しヽえよう．地域内に見ると，貸家を所有する農家は，部市化の著しいOsdorf,Si.illdorf, Rissen, Sche-
nef eld, 日alstenbek, Pinneberg に集Iいしている． これらの地区は，ハンフルクの中心からほほ 15~
20km以内にある (Abb.5) 
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一方， /-t 、0-) の
変化と密怯（こ紡びつlIてl'>る．すばわち）＜
の西入，農叉用）加点の五伏化に付し、従来より広
しヽ， そして， f応和1りな機械置以，作業以か必位と
tJり，施設0祈築，改箋かおこ t;われたも(!)であ
る．納州の罰築，改築，作業場を虹ねた合山の辻
喜，カレージ 0辻及はどは， この開↓型（白ば例であ
る． こ0ようは農業用施設0罰築，改築は， この
地域全域［こ見られる
また， これ~ とは別に， 奇喜屋およぴ箭り岸の一部を
し~ て，貸ぷや農業方慟苫rno家）ざ→ として利用
する農家も存在して［ヽる．納Iiおよひ条内屋の一部
を貸家として利用する農家は、，貸家を』［する閏
家の分布と 1汀］しく，ハンフルク 0中心から 15~20
km以内の地区に見ら九る 刀慟者，）Flとして利
用する］塁家は， こ礼より外側(;)地区に多t、
に， こ礼らの施設は，尾 ,jj~内［二辻立さ礼る他，尾
Iヽ，ヽる
・ー～・-- Londesgrenze 
- Geme1ndeg「enze
Stodttetlg「enze
・・"・・・S-Bohn 
0 2500 5000m 
9 ↑’ 
Abb. 5 Gebietem mit Mietshauser 
き0罰地 を利用して建てら、汀こ
その他，中 I江や！蒻地｛こある化且見菜 l~ii Cう整価や孤允， レン~ カフロノク，孟網， ［につけv)化如笠に
よる）冦蚊の慶芥の設定かおこはわ九ている．花屈［や1闊地の整{J蘭，尻充は， この地域の，，周査農家すべて
に見ら礼る． しかし， レンガフロノクノ等による ，ハンフルクの中心から 15~20km以
I付 でおこはわれているか，そ礼より詞位れた地区ては少はし＼． これは，ハンフ）レクの中心に、近い
地区では，各氏家か密集し，そのだめ，それぞれの）冦散か隣合せになっていること，そ礼に対して，
ハンプ）レクの中心から雌れた地区ては，厨蚊紐きかその農家所有の訓地や牧l'1り：地になっているため，
必すしも (j)'及)しか必翌てなG'ことによるものである
VI 家屋構造・屋敷利用変化の事例
すで（こ述べた平真から明らか怠ように， 家敷利用の変化から見ると） この地域の農家
は，氾鬱別に，大きく 2つに区分できる．一つは，ハンフ｝レクの中心から 15~20km以内に位直する
家，他の一つは，それより外側に位直する j盟家である．そこて，ここでは地畠・別に 4つの農家をとり
あげ，家屋構造と屋散祠用の変化につG¥て，具体的に述べてみる.A農家， BJ晨家は，ハンプ）レクの
中心から 15~20km以内にあり， CJ農家， D農家は，それより外側に位四している
A罠家（日amburg,Rissen) 
この農家の家族は， l且恐主 (27歳），その麦 (27歳）， ［甘恐王の父/;J:(60歳， 60歳）の 4人である，
4人とも に従雷している｀
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このj塁家のI:J J王は， 1770イトに辻てら礼た古いもので， は約 500nfてある． 玄I莫］を入ると合
あり，合I計の北側か附1'径，内側が食常で，そ礼に紐しヽて）庁蔵室 (Vorratsraum) かある．台面を退む
と，つきあたりはティーレてある．ティーレの北側には，＇れ務主およひ屈間か存在し， 1対側には，飼
、]I1L八：以 (Futterraum)かひろかってしヽる．髯料置畠の凸側には，浴室， シャワー玉， 横械寮 (Mas-
chinenraum)かある．また， こ九らの各部屋の州側には， LIこ小屋，豚小厨，カレージ等そ仙えた大き
? している
この）塁家ては， 1955年以来，数回にわたり の改築，改辺がおこなわ九てきた．ます 1969年に
は，セントラルヒーティンクか付設さ九，また，従来の槃（大麦）ふき屋板か瓦ふき屋根に変えら礼
た. 1970年・には，そオ］まてのティーレか幻いを韮ねた台所（こ， また，物直として利用さオしていた
か，浴宇， シャワー‘点の 3つ に，そ礼ぞ された．さら（こ， 1971年には，牛小屋
およひ豚小b八そして， 19731卜には，冷泊施設の史妍に伴い，冷油室が改造された
ド］）五は，東叫,~Orn, l汀化50m, 而砧 2,000団の長方形屋敷の中の附東部に位胤して lヽヽる．母屋の西
仰lには， 1呂50イトに吐設され］た納屋， 1953年，'.(こ辻てらオ］た機椋用 および， 1961年に建設された乃
している． こ礼らの建物の北側には， I蒻地かひろがっている． ここは，白給用菜I叫で，セロ
リ， きゃへつ信とか贔培さ礼てしヽる. lrt』地の北部には貸家がある． この貸家は， 1969年！こ建設さオいた
ものてある 設される以前， ここは1蒻地てあった． この貸家には，現在， Si..illdorfから
してきた一家）り、 c'j人か）囚｛上して［ヽ る
）丑蚊の東側の辺路との炭界に沿っては， 1953年に設けらオした高さ 1.2mの金網が張ら礼ている
凰:ぢ(B (Schleswig-Holstein, Schenefeld) 
この農家は， 、=]:_(LJ7歳），その麦 (45歳），長男 (19歳），長女 (18歳），次男 (17歳）， 3男(lG
歳），次久 (13歳）， 3久 (10歳）の 8人家放である． は， に従事しており，長男は見
罰iT. (Lehrling)長女，次男， 3男はギムナジウムの学I主，次女， 3女は小学校に通学している．
この農家の月屋は， 1912年に建没さ机，その面柏は約300JT1である (Abb.6). 家屋の東側のほほ巾
央に玄l見かあり，｝翡；卜に続いている．以前は，廊下の北側に 2つの｝因畠］が存在していたが， 1970年，
その一つが改造さ机，寝 えられた．廊下の団側には， 2つの子供部屋，ティーレ， 2つのガレ
ーシ，牛乳貯蔵玉 (M廿chkammer)が存在している． ここは，以前、1烏小屋であったが，子供が成長し
飼室か必炭となったため， 1969年， に改築され
た．）廊下のつきあたりは，台所である．台所の南側は，
控えの間 (Vorraum), 北は居畠］になっている．居畠］は，
寝室ができる以前寝玉として利用されていた．また，
1970iー ドには，居間と台所の四側に新たに居間が増築され
た．そこには，テレビ， ソファー等が罹かれており，家
放の団髪の褐になっている．控えの間の南側には，大き
な面禎をしめる家畜小屋が存在し，そこで乳牛が飼育さ
れる他，殻物胤場，搾乳場が備えつけられている．
0 Sm 
W z Wohnz1mmer 
S z Schlotz,mmer 
K z.Kmderzimmer 
G Garage 
M. Milchkammer 
Abb. 6 Raunll'erteilung des landwinschaftlichen 
Betriebs B 
の［！甘隣りは，サイロおよび牛小屋で， こ
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礼らは， 1965年から 1963年にかけて建設されにサイロおよひ牛小屋は，乳叶・詞育叫数か月り加したた
め， 建没された ものである． また，19641:ドには， セント ラ）レヒー ティン グが付立さオ1., 1970年には，
窓ガラスが 2重に改占された． さらに， 1964年と1972年には， 浴玉と使所が改築され， 1968年から
1972年4こかけては，｝末のジュンタンの支訊および，祈しいレンガによ る外公の改善かお こなわれ
た
このようなド］屋の変化とともに，屋放利用も変化した．ます， 1960年当I打を見ると (Abb.7), 屋敷
は） 母屋） 1750年に辻てられた納屋 （この建物は） 一部農業労働者のために利用されていた）， 1915 
Garten 
?????
S/rafJe 
Wz Wohnzimmer 
Wh Wohnhaus 
S Scheune 
D Dach 
G Garage 
~Hecke 
—Drahtzoun 
巴 Verkoufsland
0 70m 
'' 
Abh. 7 ?¥'utzung des Wuhngrnndstucks im fand¥¥'irtschafllich(―,n 
13etrieb l3 
年に設立さ 訊た 胤り屋， 1955年に設立さ 礼た家屋， および ， cjJ 磨， IJ~地からなっ ていた． まfこ， 屋敷の
西側と北側の扱界に沿っては，つけの生垣か柏えられていた．その後， 1956年から1959年にかけてサ
イロ (Silo)か作 られ，1960年には，母屋と サイロをつなく形で， 機械用倉JilI (Geratschuppen)か
された. 1964年（こは，ガ レージが中底に紐てられ，また， 屋放南部の1凶地の一部 600団が， 1 ni
当り 500マルクで世暑主の弟に売却された． ここには，その後1966年，世屑手主の弟の家屋が姑設され
た. 197liドになると， やはり ， 屋散南部の塩地だった所に貸家か紐設された． この貸家は3階建て
で）そこには現在 6家族が入居している．さらに） 1975年には，農業労働者のための家屋が建てら
れにそのため，それまで農業労働者か居住していた家屋は，改築され，貸家として利用されるよう
にな った． 現在そこには， Pinnebergから移丘してきた若夫妻か居住している ．このよう に，こ の農
家では， 家屋， 特に貸家が増加した． また， 屋敷の一部か切売りされたため，屋敷面禎は減少し，
19601iード当時の5,500 niから 1975年の4,900 nfになった，
金網による垣板は， 1965年から 1968年にかけて，屋敷の南側に設けられ，従来の屋敷の北側，西側
に並ふつけの生垣と合わせて，屋敷の 3方をとり囲んでいる
C (Schleswig-Holstein, Appen) 
. ―. -. . . . ― ・-・ ー ・一 . . .ヽ . ... . - ・-- ... . 
この農家は， 世帯主 (40歳），その妻 (39歳），長男 (16歳），長女 (13歳），次女 (11歳），世帯主
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の月 (68)人）の 6人家放てある．その他， ～主の加 (41哀）か1碍屈している 1-f ｀こ）
とlt,:1;:J:o)姉の 3人である．また，長男は， ，次！又は，ギムナジウム
である．
このj塁琢この1、:J屋は， 18921卜に辻没さ礼た (Abb.8). その大きさは，間[13'.2m, 奥行き 17mで，辻
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』中は形J550団である．玄1厨を入ると，廊―ハドがりあ，廊下のつきあたりは居1,'.Jである．居間の西側は，
ゾャワー字になって｛ヽる． シャワー室は， 1974年，従来の店間に文切りをつけて作られたものあ
る．また，邸下の北側は，）昌1月，｝は1こ＇』の四側は寝室となっており，廊 Tの国側には，ティーレかひろ
かっている. '~ さ l:)( ァ ーゞ-, プイーレの棗側には，北から，台所，食物甘『談室 (Spe1sekammer),
(Geschirr)があり，凸側には，北から，浴玉， (Futterkammer), (Milch-
karnmer) か並んている． 浴室は 1972 され， また， も大型冷凍施設の導入により
1972年ぺに改造された．
こ礼ら各部）礼およひ施設の南側！こは， 1913年に建股された家畜小屋が存在している． この中には，
牛小屋，豚小屋がある．この家畜小屋は，乳牛と豚の増加に伴い1973年に改築された
この家屋は 2階も不lj}廿さ机ている. 2階の間取りを見ると，北側に，子供部屋，台所，浴室等が存
在し，それらの位］側には，大きな (Kornboden)かある．屋根裏部屋は，干し草の貯蔵場
所になっている．一方，屋根は， 1970年度て藁（大麦）ぶきの切妻であったか， 1971年材料か瓦に変
えられた．また， この年には，セントラルヒーティングが付設された
この農家の屋敷は， 2つに分かれている (Abb.9). 一つは，東西90m,南北50mの長方形の屋敷で，
その面禎は4,500niでである．他の一つは，面積1,200団の屋敷てある．面積 4,500団の屋敷の中には）
の他， 1892年に建設された納屋と家畜小屋， 1948年に建てられた機械用倉庫 (Geratschuppen),
雌肥小屋 (DUngerschuppen), 農業労働者のための家屋か存在している．納屋と家畜小屋は，その後
1955年になって改築さ訊た．これらの建物の配置を見ると，母屋は屋敷のほぼ中央に位置し，母屋の
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東側には，納屋と堆肥小屋，西側には，家畜小屋，機械用倉庫，農業労働者の家屋がある．母屋と納
屋および堆肥小屋との間は，中庭になっている．また，面積 1,200団の屋敷の中には， 1932年に建設
された農業労働者のための長屋が存在している． この長屋は，農業労働者の減少とともに不必翌とな
り， 1971年以後利用されていない．
これら 2つの屋散のまわりには，プナの木が数本柏えられている． しかし，屋敷をとり囲む生垣，
は見られない． これは，屋散のまわりが， この農家所有の九！］地と牧草地になっているためであ
る．まだ，この農家では，屋敷内に 1詞地が見ら九な［ヽ． これは，屋敷続きの姐l地の一角に野菜畑があ
り， ここで:n給用の野菜が栽培されているためである
農家D (Schleswig-Holsteir1, . Prisdorf) 
この農家は，•他畠·主 (59歳），その妻 (44歳），長男 (23歳），次男 (21歳），長女 (7 歳）世:;jf主の
門 (82歳）の 6人家放である．世汀｝主人互，長男の 3人が農業に従事しており，次男は機械見閃l二，
長文は小学校の生徒である
この農家のド]:J晨は1914年建設され，その建坪は 350nfである．ティーレの入 lー]は，・ド］屋の四側に位
置し，そこから京に向ってテ｀ィーレか伸びてしヽる．ディーレの北側は，豚小屋，農機具置場，浴室，
酎側は，牛小犀，冷決室，台所である．浴室と台所は， 1965年，それまでの豚小屋と牛小屋か改築さ
れたものである．また，テ‘ィーレ，豚小屋，農横具置場は， 1968年改造されたが， これは豚飢百の増加
および各種大叩農機具の導入に伴い，改良されたものてある．ティーレのつきあたりは，家放用の部
圧が並んでしヽる． これらの部屋は，北から，居間，寝宝となっている．屋根聖は瓦ふき寄椋である
このよう /Jいい立を持つ母屋は，東四 90rn, 雨北 70の屋散の附東I料に位置している. Iり屋の［崖側に
は，納屋，子｛共用家屋，ガレージがある．納屋は1935年:iこ辻設さオ1,, -J汀共｝廿家）号は， 1946年納屋とし
て辻没さ訊たが， 1960年子｛共用家屋に改築された．また，ガレージは， 1968年そ九までの屋敷続きの
牧翠地に建てられた
胃円の東側応は l~J地かあり， ここでは白給用の野菜か栽培されている．中庭は，舟屋の四側にひろ
がっており， ここは，辺び場，瑠肥娼，干し草直褐に利用されている．また， ここには， 1960年作ら
礼た］［培かあり，各行の花が栽培さ机ている
屋敷の図側の道路の境界沿いは，バラの生垣が1:直えら礼ているが，他の 3方は，この農家所有の牧
草地になっているため，屋敷の燒界沿いの坦根や金網は見らオ1,f. ふし‘
V 結 び
ハンフ）レク北四郊における家］王構造と屋蚊科用は，近年大きく変化しつつある. 1955年から1975年
まての間に， fJ屋の新築・改築をおこ怠った農家は，全体の85克，月屋を除く {J居用家屋の新築，納
桓や物置などの農業）甘施設の新築改築いす礼かをおこなった農家は， 全体の 75夕るに達していた．ま
た，大部分の農家では，中庭や園地にある花培や菜園の整備・拡充， レンガブロソク，金網，王につ
げの生lDによる おこ貧われていた
このような中で， 屋敷利用の変化した農家を見ると，地域的に大きく 2つに区分できる
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一つは，ハ ンブ）レ クの中心から 15~20km以内に
位罹する農家である ．ここに位履する農家におい
ては）母屋の新築，あるいは セ ン トラ ル ヒー テ
ィングや水道の付設， 風呂場や便所の改造， 寝
室，子供部屋等の改造，それに伴う 壁の塗り変え，
ジュウタンの更新）家を囲むレンガに新 しいレン
ガをはりつけ， 外装を美 しくすること等の改築が
おこなわ 九 て いるまた，牛小屋や豚小屋の改
造，農機具置場の改造）冷凍施設の禅入による冷
凍室の新設，改築等）経済部分の改善 も追んでい
る．一方， 屋敗利用の 変化を見ると， 貸家の新
喜納厨の貸家や貸間への転用，納屋の新築）改
策 倉庫の建設）花壇や園地の整備 ・拡充，屋敷を
とり囲む生垣や金網の整備がおこなわれている
他の一つの別は，ハンプルクの中心から 10~15km以上離れた地区に見られる農家である ．ここに位
骰する農家は， 家屋桃．造の点から見ると， 前の）農家型とほほ同じ変化を示している． しかし，屋敷利
用の変化は柏迅してい る．すなわち，納屋の新築 ・改築，花培や園地の整備拡充はおこなわれている
訊貸家経聾は存在せず，また，屋敷をと り囲む生垣，金網等の付設は少なし、
このよ うなハンプ）レクを中心と して見られる民家の地域的差巽は，都市化に対する農家の適応形態
の匁に晶づ くものである ．それゆえ， ハンブルク北西郊においては，都市化に対応した家屋梢造と屋
放利用の変化がおこなわれていると いえる であろう
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24) この叫合， 2つの理由が苫えら肛る． 一つは、 翌げこ：ご他し）ら1兄ご家屋を辻て， そC)後， 祈築/.;)家：ご且:・{t 
したため， 占しヽ家屋を改込する必没か「；かった場含， 他し） つは， 信2次Iiば□大戦で家附を破壊さ，il. そ
の後祈築したため，家屋を改造する必翌か信がっ冗場合てある
25) 従来の農家ては， 家屋のrjいこ凰呂場やンャワー室を [J『イ［してしヽ r.;しヽ農家は比餃的多かった． こC,)よ）心
農家では，大き ii桶を｝廿、意して，そ机を利用して，翡体を況ってI,'1こ
26) この種の農家は， 1955年までこ住｝囚用家屋，農業用施設とも拾価か退んてI. だヽ農家：ご多(¥
27) こ0家屋の祈築費）月：ま， 通常＇息子か出費する． しかし， 息jこか家屋を祈築丁るお<i_;,を所化してし＼は C 坦ヽ
合は， I叫親か扱鼠J丁る．そして，お含の余裕かできたl応且で息子は両親：こ忍析丁る
28) 』乱査農家40戸のうち， この農家は少なく，わすか 2戸をしめるのふてあっ了こ
29) 息一子か糾娯し信くても，祈た！こ家）冦を建設する農家も見られる
30) 通＇常， 1 カ）~250~600DMで貸す．
vVandel der日ofstatt(inkl. der Hausstruktur) in den 
nordwestlichen Randgebieten von Hamburg 
Koji Kobayashi 
Die Hofstatt ist das von Menschen gebaute Haus uncl seine Umgebung. Sie wird deshalb nicht 
nur von Naturf aktoren wie ¥Vinci, Gel註ndeusw. sondern auch von So叫 1-uncl ¥A/irtschaftsfaktoren 
wie historische Gewohnheit, Procluktionsstruktur, Sozialhierarchie, ¥!erst註clterungusw. stark beein-
伽 Gt. Die Hof statt gesraltet claher die Umweltf aktoren entsprechenclen ¥Vohnformen 
Der EinfluG cler Verst註clterungauf山e日ofstatt ist in den letzten Jahren charakteristisch. Die 
Verst註clterungist jetzt sehr stark und bisheriges Acker・unc! ¥A/alcllancl ver註nclern sich clurch 恥
st註dtischeLandnutzung. Dam itnimmt in den Stadtrandgebieten die Landwirtschaf t ab uncl die 
ubrig gebliebenen Bauern fordern ihre Erzeugnisse in die Stadt 
Solche Ver註nderungender Lebensbasis iiben auf die Wohnformen EinfluG aus: Neu-und Umbau 
des Hauses, ¥「er註nclerungendes Hofs usw. werclen ausgef i.ihrt. Daclurch ergibt sich die cler neuen 
Produktions-und Lebensform entsprechende ¥A/ohnweise. In cliesern ProzeG bringt der unterschiedliche 
ハンフルク北四郊［こおける家）五i翡込と 1一召敷利用の変化（小林） 99 
¥'erst註clterungsstof3 cler ¥,¥1 ohnweise die r註umlicheDiff erenz1erung 
In clieser Arbeit wurcle klargernacht, wic sich die Hof statt in den Randgcbieten 日arnburgs, rn 
贔nenclie Verst註clterungsehr stark forschreitct, raumlich ¥'erschieden ver恥 clert. Behandel t wurden 
die Ver~inclcrungen nach 1955, weil die Verstadterung scitdem stark zugenornmen hat 
Hof stat t heヽtehtaus Hauptgebaude, Scheune, Viehヽtall, L1gerhauヽ， Hof, Garten 1ヽw. D1ese 
bilclcn eincn f unktioncllcn I<omplex. In dieser八rbeitwerden die obgennanten einzelnen Komponcnten 
in J-lausstruktur und 1-lofhenutzung eingeteilt uncl ihr ¥Vandel hetrachtet 
Das Untcr刈1chugsgebietschlief3t die nordwestlichen Randgehiete ¥'On Hamburg ein, die 10~23 
km von Stael tzen t rum (日；unburg Hbf) endernt liegen (Abb. 1). Dieses Gebiet umfaf3t Hamburg、
Stadt teile 0,、clod,Si.illclorf, 1serbrook uncl Rissen uncl clie Gerneinden (in Schleswig-Holstein) Sche-
nefelcl. Halヽtenhek, I灯nneberg,Prisdorf und Appen. In diesern Cebiet schreitet die ¥/erst註clterung
sehr star!、rnr Ein Gro13teil cler Bevりlkerungwandert aus Schleswig-Holstein ein uncl Einzel-und 
Doppcll立iuser,Hoehl直 user,¥Vohnblりeke uncl Einkaufszentren werden gebaut. Die Einwohnerzahlen 
nehmen daher in alien Stadt teilen und Gemeindcn zu, besonclers stark in J灯nneberg, Osclorf uncl 
Schenefeld, innerhalb 20 km vom Stadtzentrum entfernt. Damit ver註ndernsich die Stadtranclgebiete 
sehr stark: clie !'.ahl clcr landwirtschaftlichen Betriebe und die Anbaufl註che nehmen ab. Auch 
wanclcln : iヽchdie Haus: ヽtrukturuncl Hofbenutzung auHallencl 
しirnden ¥Vandel cler Hof statt zu betrachten, wurclen 40 landwirtschaftliche Betriebe in d1esem 
Cehict auヽge¥¥';ihltuncl clort Beohachatungen uncl Inter¥'iews gernachr. Das in den Beobachtungen 
und lnien・c:¥¥'S gewonnene lVLitcrial wurden auch von lnterviews in Kommunalverwaltungen und 
lanch・i rt'chaftlichcn (;enussen'chaften erg註nzt
Die kLn gcworclenen・ 「atsac hen werclen im f olgenclen zusammengef af3t 
Die l Llf: ヽtatt hat sich in den letzten Jahren stark ver註ncleri. vun 1955~1975 wurclen 85窒 cler
l lauptgch~1udc aller landwirt、schaftlichenBetriebe und 75,90 cler ¥Vohngebaude und lanclwirtschaftli-
chcn I;、，inrichtungen wie Scheune uncl Viehstall neu-ober umgebaut. Auch wurcl~n in fast allen 
Cchicten Blunwnhcctc uncl Cemi.isegarten eingerichtet oder erweitert 11nd der Hof von Ziegelstein, 
Drahtnetz、 Hecke(haupts註chlichBuchs) usw. um磁 unt. じnterdiesen Umst註nclenwerden die land-
wirtschaftlichen Betricbe nach ihren Ver2inclerungen der Hcfstatt und der Hausstruktur r註umlichin 
zwei Cruppcn geteilt (Al山 10)
Einc Cruppe hilden die lanclwirtschaftlichen Betriebe、dieinnerhalb 15~20 km von Stadtzentrum 
entfernt liegen. In cliesen Betrieben werden folgende Ver恥 derungen durchgef i.ihrt: Neubau des 
Hauptgcbaudl:S oder Umbau wie Erstellung einer Zentralheizung und ¥Vasserleitung, Umgestaltung 
des Badezimmers und der・ 「oilette, Neugestaltung des Schlaf-u叫 Kinclerzimmersusw. und dami t 
zusammcnhangende erneute Anstriche der ¥¥1ande, Erneuerung der Teppiche und BふJen, Verschりne-
rung mit neuen J':iegelsteinen usw. Auch werclen die ¥八rtschaftsteileverbessert wie Neugestaltung 
¥'On Kuh-, Schweinestall uncl Scheune und山eKi.ihlkamrner wircl infolge Eingang der Ki.ihleinrich-
tung neugebaut usw. Auf3erdern entstehen im日ofneue Mietsh註user. Die Scheune wird zum. Iviiets-
haus oder Mietzimmer und somit neu-ocler umgebaut. Einしagerhaus wire! errichtet, Blurnenbeete 
u叫 Carteneingerichtet oder erweitert uncl eine Hecke oder Drahtzaun urn den Hof gezogen 
Die anclere Gruppe bilden die landvi汀tschaftlichenBetriebe auf3erhalb 15~20 km von Stadtzen-
trum entf ernt. Die bier liege叫 enlandwirtschaftlichen Betriebe zeigen der日ausstrukturnach den 
schon erwahnten Betrieben gle1chende Veranderungen. Aber ¥Va叫 elder 日ofbe,1Utzung ist von der 
oberen Gruppen verschieden. Obwohl die Scheune neu-oder umgebaut und Blumenbeete und G釦rten
eingerichtet oder erweitert werden, gibt es kein Mietshaus u叫 nur wenig Hecke und Drahtzaun 
um den日of
Das Auftreten dieser r註umlichenverschiedenheit beruht auf den unterschiedlichen Anpassungsformen 
der landwirtschaftlichen Betriebe an die Yerst註dterung.Deshald kann gesagt werden, da/3 sich in den 
nordwestlichen Randgebieten von Hamburg die Hofstatt der Verst註dterungentsprechend ver註ndert
